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社
会
へ
羽
搏
く
少
年
へ

　
　
　
　
中
里
村
公
民
舘
長

就
職
と
進
学
の
春
で
、
父
兄
に
と

っ
て
は
悲
喜
変
六
の
今
日
此
の
頃
で

あ
る
．
中
学
校
の
卒
業
式
に
出
て
何

時
も
痛
感
す
る
の
は
、
朝
ダ
同
じ
校

舎
で
育
っ
た
少
年
、
少
女
た
ち
が
思

い
思
い
の
人
生
行
路
を
ゆ
く
こ
と
で

あ
る
。
上
級
掌
校
へ
進
学
す
る
少
年

少
女
た
ち
に
は
、
た
い
し
た
感
慨
は

わ
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
ま
ま
実

社
会
へ
は
ば
た
く
も
の
に
は
、
祈
り

に
似
た
親
心
を
感
じ
る
。

　
学
園
生
活
と
実
往
会
は
等
気
圧
で

は
な
い
。
気
圧
の
違
う
実
社
会
へ
入

る
こ
と
は
、
新
し
い
職
場
へ
そ
の
ま

ま
「
入
学
」
す
る
こ
と
に
な
る
。
人

生
に
卒
藁
は
な
く
、
卒
業
と
入
学
は

隣
り
合
わ
せ
で
一
生
つ
づ
く
．
そ
こ

に
無
隈
の
向
上
と
発
展
が
あ
る
．

　
働
く
こ
と
は
八
間
の
本
分
で
、
職

場
で
は
常
に
競
争
が
つ
き
ま
と
っ
て

い
る
。
競
勲
の
な
い
職
場
な
ど
は
あ

齋
藤
　
大
馨

え
れ
な
い
も
の
さ
え
あ
る
。

　
同
じ
八
間
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
う

し
て
生
れ
な
が
ら
に
、
こ
ん
な
に
大

き
な
開
き
が
あ
る
の
か
。
む
ろ
ん
本

へ
の
責
任
で
は
な
い
が
、
そ
う
か
と

い
っ
て
両
親
の
資
任
か
と
い
う
に
必

す
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
．
八
間

は
生
れ
た
と
き
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
違

っ
た
条
件
を
備
え
て
い
る
。
い
く
ら

不
単
を
い
っ
て
も
、
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。
こ
れ
が
八
生
で
、
そ
こ
に
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
欝
鑓
鮎
慧
畑
難
鵬
糖
蔀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
は
、
社
会
制
度
の
欠
陥
に
よ
る
・
解
放
し
て
い
る
。
当
選
し
た
と
き
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

も
の
だ
、
と
箪
．
新
政
党
に
走
る
も
の
　
挙
に
骨
を
折
っ
た
友
人
か
ら
新
政
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

も
い
る
．
し
か
し
、
い
く
ら
社
会
制
の
重
娑
な
ボ
ス
ト
に
、
一
八
の
人
物

度
を
改
め
て
も
、
そ
れ
は
相
対
的
な

も
の
で
、
人
間
は
個
女
別
女
に
違
っ

た
星
の
も
と
に
、
生
れ
る
こ
と
に
か

わ
り
は
な
い
。

　
現
在
は
過
去
の
集
積
で
仏
教
で
は

こ
れ
を
宿
業
と
い
っ
て
い
る
。
冨
者

に
生
れ
る
の
も
、
貧
者
に
生
れ
る
の

も
、
す
べ
て
過
去
の
業
縁
に
よ
り
、

生
る
べ
く
し
て
生
れ
て
い
る
。
こ
の

過
去
の
ど
う
に
も
な
ら
な
い
宿
業
を

培
う
と
、
人
生
の
開
花
は
期
し
て
待

つ
べ
き
も
の
が
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
リ
ン
カ
ー
ン
は
「
人

間
も
四
十
に
な
っ
た
ら
自
分
の
顔
に

責
任
を
も
て
」
と
い
っ
た
。
彼
は
一

を
紹
介
し
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。

　
彼
は
そ
の
八
物
に
会
っ
た
の
ち
、

「
あ
れ
は
人
相
が
気
に
喰
わ
ぬ
」
と

い
い
、
登
用
を
断
っ
て
い
る
と
か
。

　
や
は
り
人
間
も
四
十
に
な
っ
た
ら

自
分
の
顔
に
責
任
を
も
ち
た
い
．

　
親
か
ら
受
け
つ
い
だ
人
相
を
、
少

し
で
も
豆
派
な
顔
に
す
る
に
は
、
精

神
を
み
が
い
て
仕
事
に
魂
を
打
ち
込

む
以
外
に
は
な
い
．
人
相
と
い
っ
て

も
、
眉
目
秀
麗
と
か
、
色
の
自
い
の

は
七
難
か
く
す
と
い
っ
た
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
。
醜
男
は
醜
男
な
が
ら

品
の
よ
い
顔
に
な
れ
る
。
魂
の
み
が

か
れ
た
人
は
、
会
っ
て
い
て
も
ど
こ

か
に
、
心
を
ひ
か
れ
る
も
の
で
あ
る

　
人
生
は
別
に
会
祉
の
社
長
に
な
る

と
か
、
次
官
大
臣
に
な
る
の
が
目
的

で
は
な
い
。
一
遇
を
照
ら
す
灯
に
な

る
こ
と
で
あ
る
。
お
茶
汲
み
な
ん
か

灘鍵

難

｝
◎
産
声

り
得
な
い
。
あ
る
意
味
で
人
生
は
競
一
　
子
の
名

争
だ
が
ス
ボ
ー
ッ
の
嚢
と
は
ち
が
藍
欝

っ
て
い
る
・
粂
壷
の
そ
れ
は
ス
、
樋
・
能
久

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
引
い
て
、
み
ん
な
｝
上
原
範
子

一
緒
に
飛
び
出
す
が
、
人
生
は
ス
タ
，
清
滝
は
る
み

ー
ト
自
体
が
千
差
万
別
で
あ
る
。
　
　
古
筒
美
代
子

　
冨
豪
の
家
に
生
れ
た
も
の
も
お
れ
．
大
口
　
昌
彦

ば
・
九
尺
二
間
の
裏
長
屋
に
・
孤
六
｝
小
林
昌
一

の
声
を
あ
げ
た
も
の
も
あ
る
・
髪
上
原
藷
美

と
大
学
教
育
を
受
け
て
・
外
遊
す
る
一
藤
巻
　
弘
美

も
の
も
お
れ
ぱ
、
義
務
教
育
す
ら
お
一
山
田
　
靖
八

父
の
名

芳
栄

正
次

　
武

　
重
信
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郎

忠
一

宮宮堀下田田通如如小小
中中畜山代代講奪出出

樋
口
　
辰
三
へ
♂
）
通
り
山

上
村
フ
ジ
子
（
」
）
＋
日
町

山
田
　
敏
雄
（
二
も
小
泉

野
上
　
栄
子
（
ξ
）
川
西
町 　

｛

　
　
新
郎
　
市
村
　
総
和
（
一
ず
）
十
日
町

　
　
新
婦
　
鈴
木
幸
子
（
一
一
も
芋
　
川

　
◎
昇
天

　
　
氏
名
　
年
令
　
　
住
所

　
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢

　
　
　
　
　
　
　
（
八
一
）

　
村
山
政
一

矯
一
村
山
む
っ
倹
八
）
　
田
沢

　
一
服
部
浅
治
（
許
）
　
田
沢

　
㎜
山
田
カ
ッ
（
八
一
）
　
宮
中

　
｝
阿
部
　
正
義
　
（
七
九
）

諏
養
奪

面
田
型
霧

一
葺
疹
（
＆

　
　
池
田
　
義
則
　
供
o
）

翻
聾
（
、
＾
、
）

　
　
徳
非
祥
次
郎
（
七
｝
一
）
’

ゴ
田
夕
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
道
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
俣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
中

ば
か
ら
し
い
。
案
内
係
り
な
ん
て
あ

ほ
ら
し
い
。
串
務
の
ほ
う
に
ま
わ
り

た
い
、
と
い
う
よ
う
な
考
え
を
持
つ

も
の
が
い
る
が
、
正
し
い
仕
事
に
つ

ま
ら
な
い
仕
串
は
一
つ
も
な
い
。
問

題
は
そ
の
仕
串
に
魂
を
打
込
ん
で
、

一
遇
を
照
ら
す
灯
に
な
る
か
、
ど
う

か
に
か
か
っ
て
い
る
．

　
功
の
成
る
は
成
る
の
日
に
成
る
に

非
す
必
す
因
り
て
起
る
所
あ
り
、
と

し
っ
か
り
と
胸
に
受
け
と
め
た
い
．

　
咋
年
、
県
の
辺
地
婦
人
学
級
に
指

定
さ
れ
た
清
津
峡
地
凪
婦
人
学
級
の

お
母
さ
ん
た
ち
は
、
冬
の
間
か
か
っ

て
ガ
リ
版
刷
り
で
す
が
”
き
よ
つ
6

と
い
う
す
ぱ
ら
し
い
生
活
記
録
集
を

つ
く
り
ま
し
た
．

　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
×

（
文
集
き
よ
つ
よ
リ
）

出
か
せ
ぎ

　
私
の
家
は
い
う
ま
で
も
な
く
農
家

で
す
。
家
族
は
い
っ
も
平
均
し
て
大

勢
な
の
に
七
反
前
後
の
田
を
耕
し
、

年
に
二
十
な
い
し
三
十
竺
の
養
蚕
で

一
家
が
生
活
し
て
い
く
の
で
す
か
ら

ど
う
し
て
も
や
り
き
れ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
な
ん
と
か
農

業
外
収
入
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
が
夏
の
間
は
近
く
に
工
郁
な
り

な
に
か
仕
事
の
あ
る
時
は
、
農
閑
期

を
利
用
し
て
多
少
の
現
金
収
入
も
あ

り
ま
す
。
冬
に
な
る
と
全
く
収
入
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ん
と
か
冬
季
間

一
中
、
村
で
現
叢
入
婁
勇
法

は
な
い
も
の
か
と
酋
を
ひ
ね
り
ま
す

が
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
．
そ
れ
で

仕
万
な
く
出
稼
ぎ
に
行
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。
可
愛
い
子
ど
も
や
年
寄
り

を
残
し
て
、
遠
く
ま
で
働
き
に
行
か

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
な
ん
て
ほ
ん
と

う
に
寂
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
．
子
ど
も
た
ち
は
「
父
ち
ゃ
ん
、

い
く
ら
貧
乏
で
も
い
い
か
ら
父
ち
ゃ

ん
が
家
に
い
た
方
が
い
い
な
あ
ー
」

と
い
っ
て
泣
き
つ
く
子
ど
も
に
、
父

ち
ゃ
ん
は
お
土
産
を
た
く
さ
ん
買
っ

て
き
て
や
る
な
ど
と
子
ど
も
を
だ
ま

し
な
が
ら
出
て
行
く
本
人
に
し
ろ
、

よ
そ
で
仕
事
を
し
て
い
て
も
家
の
こ

と
は
片
時
も
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
家
に
残
さ
れ
た
私

た
ち
も
家
の
大
亭
な
大
黒
柱
を
ぬ
き

と
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
さ
び
し
い
不

安
な
気
持
ち
で
一
ば
い
で
す
。

　
　
な
か
さ
と
文
芸

　
　
　
ー
四
月
投
句
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
寿

こ
の
郷
の
四
温
は
未
だ
し
彼
岸
花

か
ん
じ
き
履
き
小
畦
の
蕗
を
覗
き
見

一
る一

　
　
　
　
正
光

親
し
さ
が
湧
き
て
庭
下
駄
春
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
の

癌
末
期
室
咲
き
の
梅
綿
ぼ
こ
り

一
　
　
　
　
　
　
　
　
義
雄

蕃
や
畿
も
蒙
る
縷
う
し

農
村
の
母
の
思
い

　
十
年
一
昔
と
い
う
け
れ
ど
も
五
、

六
鉦
前
ま
で
は
田
ん
ぽ
に
は
素
足
で

田
打
ち
や
田
か
き
は
牛
や
馬
で
一
日

に
二
反
歩
位
し
か
か
け
な
か
っ
た
が

今
は
田
打
ち
田
か
き
か
ら
全
部
長
ぐ

つ
を
は
き
耕
転
機
で
や
り
、
田
の
草

は
除
草
剤
と
い
う
よ
う
に
薬
や
機
械

で
や
り
、
稲
も
耕
紙
機
や
テ
ッ
サ
ク

で
運
ぶ
よ
う
に
な
り
、
昔
と
く
ら
ぺ

て
半
分
の
な
ん
ぎ
も
な
い
よ
う
な
の

で
す
が
、
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
農

家
に
は
嫁
が
な
い
の
で
七
よ
う
か
。

こ
れ
が
農
家
に
と
っ
て
い
ち
ぱ
ん
の

苦
し
み
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

児
送
る
駅
頭
の
老
母
の
目
に
涙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

ダ
ム
に
停
ち
飛
沫
届
く
も
温
か
し

離
村
し
て
三
年
の
廃
嘘
落
椿

陽
を
返
し
バ
ス
春
林
を
上
り
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
来
子

春
泥
を
五
十
沢
に
ま
で
持
ち
懐
し
む

　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
中
里
俳
句
会
で
は
本
欄
に
村
内
同

好
者
各
位
の
投
句
を
お
待
ち
し
て
お

一
り
ま
す
。
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ

一
い
。
宛
先
は
中
里
村
公
民
舘
で
す
．

・
盤
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教
職
員
の
人
事
異
動

　
　
　
　
　
　
　
田
沢
中
、
高
道
山
小
学
校
長
替
わ
る

〔
藤
田
田
沢
中
学
校
長
〕

　
　
　
　
も
ヤ
ロ
ロ
ロ
ヨ
サ
ぎ

　
熱
．
．
　
　
　
グ

纏
噸
紗

〔
裏
高
喬
小
学
馨
〕
馴

　
昭
相
三
＋
九
年
度
末
、
四
十
年
度

は
じ
め
に
お
け
る
芋
佼
教
職
員
の
人

串
異
動
は
、
去
る
三
月
三
十
一
日
に

県
教
脅
．
委
昌
会
か
ら
発
表
さ
れ
た
が

中
里
村
に
お
い
て
も
校
長
で
は
在
村
『

八
ヵ
年
（
貝
野
小
五
年
、
田
沢
中
三

年
）
の
石
沢
藤
栄
氏
が
、
南
魚
五
十
沢

中
学
校
へ
、
同
じ
く
高
道
山
小
在
職

八
ヵ
年
の
田
中
密
士
松
氏
が
津
南
芦
唄

ヵ
崎
小
学
校
へ
転
出
し
、
後
任
と
し

て
田
沢
中
学
校
に
小
千
谷
市
岩
沢
小

学
校
よ
り
藤
田
庚
二
氏
、
高
道
山
小

学
校
は
長
岡
市
立
中
島
小
学
校
か
ら

謝
橋
又
夫
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
発
令
さ
れ

た
。
ま
た
昭
和
二
十
九
年
か
ら
満
十

年
余
り
在
職
し
た
倶
∬
十
日
町
高
校

田
沢
分
校
主
任
関
口
義
4
氏
は
、
今

回
群
馬
傑
吾
妻
郡
嬬
恋
村
群
馬
県
豆

中
之
条
高
校
嬬
恋
分
校
に
転
任
。
そ

の
ほ
か
一
般
教
職
員
で
は
転
出
十

七
名
（
高
校
田
沢
分
擬
含
む
）
退
職

五
名
転
入
二
＋
四
名
（
高
校
田
沢
分

校
含
む
）
の
異
動
が
発
令
さ
れ
た
。

　
な
お
、
照
翻
四
十
年
度
に
お
い
て

中
里
村
管
内
学
校
教
員
組
織
の
面
で

改
普
さ
れ
た
点
は
、
助
教
諭
が
僅
か

一
部
を
残
し
幣
理
さ
れ
た
こ
と
。
小

学
校
六
学
級
に
お
け
る
教
員
配
当
が

男
女
教
員
の
比
畢
が
こ
れ
ま
で
の
男

四
名
女
四
名
か
ら
、
男
．
五
名
女
三
名

に
改
善
さ
れ
た
こ
と
。
倉
俣
中
学
校

の
学
級
増
が
認
め
ら
れ
六
学
級
に
な

っ
た
こ
と
。
田
沢
小
、
中
学
校
が
輩

へ
き
地
取
扱
い
と
な
っ
た
。
田
沢
中

学
校
に
養
護
教
諭
が
配
当
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　
村
内
各
学
校
に
お
け
る
人
事
異
動

は
次
の
ど
お
り
。

【
転
出
、
退
職
】

▽
田
沢
小
学
校

白
岩
　
嘉
男
（
長
岡
市
中
島
小
）

中
村
　
マ
ッ
（
＋
日
町
市
水
沢
小
）

太
田
ト
ヨ
子
（
退
　
職
）

岡
村
芳
美
（
退
　
職
）

▽
高
道
山
小
学
校

田
中
冨
士
松
（
津
南
町
芦
ヵ
崎
小
）

小
川
伸
一
（
加
茂
市
須
田
小
）

西
脇
恵
子
（
退
職
）

▽
倉
俣
小
学
校

桑
原
護
洋
（
退
職
）

▽
貝
野
小
学
校

佐
藤
　
ハ
ナ
（
退
職
）

▽
清
津
峡
小
学
校

樋
ロ
　
ヒ
サ
（
＋
臼
町
市
馬
場
小
）

関
口
　
晴
之
（
刈
羽
北
条
長
烏
小
）

▽
田
沢
中
学
校

倉鈴竹市覚石
田木内橋張沢

藤
栄
（
南
魚
五
十
沢
中
）

尚
武
（
北
魚
広
瀬
中
）

　
弘
（
両
津
内
海
府
中
）

実
（
僚
江
津
中
）

孝
基
（
津
南
中
津
中
）

｝
子
（
新
発
田
菅
谷
中
）

▽
倉
俣
中
学
校

吉
田
良
弘
（
北
魚
第
一
湯
之
谷
中
）

串
橋
弘
子
（
糸
魚
川
小
）

▽
貝
野
中
学
校

渋
谷
　
盛
栄
（
加
茂
市
七
谷
中
）

岡
村
政
雄
（
十
日
町
市
下
条
中
）

小
林
　
知
子
（
三
条
市
本
城
寺
中
）

▽
十
日
町
高
校
田
沢
分
校

関
口
　
義
平
（
群
．
馬
県
立
中
之
条
高

　
　
　
　
　
校
嬬
恋
分
校
）

霜
垣
　
欽
二
（
千
鉱
県
豆
旭
農
業
高

　
　
　
　
　
校
）

【
転
入
】

▽
田
沢
小
学
校

柳
松
雄
（
長
岡
市
四
郎
丸
小
）

富
井
　
　
道
（
十
日
町
市
馬
場
小
）

荻
野
　
義
之
（
中
頸
城
櫛
池
小
）

柳
沢
　
一
成
（
新
採
別
）

▽
高
道
山
小
学
校

高
橋
　
又
夫
（
昆
岡
市
中
島
小
）

竹
田
　
　
基
（
北
蒲
．
原
高
浜
小
）

高
橋
　
信
子
（
．
衙
卒
）

▽
倉
俣
小
学
校

小
島
　
義
成
（
灘
南
町
上
郷
小
）

▽
貝
野
小
学
校

久
保
田
　
伊
（
＋
日
町
市
中
条
中
）

▽
清
津
峡
小
学
校

段
丘
地
総
合
開
拓

　
　
　
　
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
採
拓
決
ま
る

　
さ
き
に
清
津
川
右
岸
段
丘
地
受
益

関
係
者
か
ら
串
請
さ
れ
て
い
た
総
合

開
拓
バ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が
、
国
に
お

け
る
器
査
を
経
て
こ
の
ほ
ど
採
択
の

内
示
と
な
り
ま
し
た
。
受
益
者
は
も

ち
ろ
ん
串
業
推
進
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
方
六
の
ご
協
力
が
こ
＼
に
実
っ

て
、
中
里
村
多
年
の
願
い
が
実
現
に

一
歩
前
進
し
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び

ず
，
ガ
。

　
事
業
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
既
に

▽
田
沢
中
学
校

高織石斉大藤
橋田沢藤坪田

庚
二
（
小
千
谷
市
岩
沢
小
）

広
子
（
新
卒
）

健
夫
へ
新
卒
）

清
博
（
津
南
町
下
船
渡
中
）

洋
子
（
新
卒
V

幸
子
（
新
卒
）

籐
．
　
璽
遡
も
て
施

佐
六
木
ア
ツ
子
（
岩
船
郡
神
林
村
平

　
　
　
　
　
　
林
小
）
養
護
教
諭

▽
倉
俣
中
学
校

村
山
陽
介
（
見
附
市
葛
巻
中
）

山
野
井
浩
子
（
新
卒
）

開
霧
態
繕
，
　

灸
田
箋
，
，

瀟
淫
、
㎜
、
饗
餐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
）

．
．
…
．
．
参
繋
蹴
）

『
9
6
σ
｛

説
明
会
や
印
刷
物
な
ど
で
関
係
者
に

は
周
知
の
通
り
で
す
が
、
事
業
の
施

行
順
序
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
躍
却
四
十
鐸
度
は
調
査
期
間
に
あ

て
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
さ
ら

に
調
査
を
加
え
て
実
姫
計
圃
樽
を
作

成
い
た
し
ま
す
。
実
際
．
工
昂
は
昭
利

四
十
一
年
度
か
ら
昭
和
四
十
四
年
度

ま
で
の
四
ヵ
年
間
の
予
冗
で
、
概
算

事
業
費
は
六
億
三
千
万
円
。
開
田
三

三
九
、

工
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
地
元
の

態
勢
と
し
て
は
土
地
改
良
区
を
設
立

し
（
現
在
設
立
準
備
中
で
す
）
、
こ

れ
が
地
区
内
の
開
墾
、
未
端
工
事
等

の
施
行
と
今
後
の
維
持
管
理
に
あ
た

る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
こ
の
學
業
の
推
進
に
は
、
受
入
れ

態
勢
、
蛍
農
計
画
の
樹
立
や
［
部
残

さ
れ
た
権
利
関
係
の
調
整
な
ど
魎
汝

の
間
題
が
生
じ
ま
す
が
、
関
係
皆
様

方
は
じ
め
、
全
村
民
各
位
の
一
層
の

ご
協
刀
を
い
た
y
き
た
い
も
の
で

す
。

難
灘
璽

　
言
，
冨
井
　
正
市
（
建
設
課
）

同
　
　
　
村
山
　
茂
徳
（
産
業
課
）

同
　
　
　
広
田
　
政
子
（
行
政
課
）

産
業
課

主
事
　
　
江
ロ
　
ツ
ヤ
（
収
入
役
富
）

轡
配
　
　
井
ノ
川
洋
一
郎
（
社
厚
課
）

事
務
雇
　
南
雲
　
正
敏
（
　
同
　
）

建
設
課

雷
記
　
　
阿
部
　
隆
嗣
（
教
　
委
V

同
樋
口
洋
子
（
産
業
課
）

事
務
雇
　
渡
辺
　
利
弘
（
新
採
用
）

収
入
役
堅

主
事
　
　
鈴
木
カ
ッ
ミ
（
教
　
委
）

教
育
．
萎
員
会

轡
記
　
　
上
原
　
　
健
（
建
設
課
）

同
樋
口
満
子
（
同
）

▽
退
職

　
役
場
職
目
貝
人
事

　
　
　
　
　
四
月
一
日
発
令

　
中
里
村
役
場
で
は
、
四
月
一
日
付

で
次
の
と
お
り
職
員
の
人
嘉
異
動
を

行
な
い
ま
し
た
。

▽
異
動
（
　
）
内
は
旧
所
属
課

行
政
課

主
頑
　
　
上
原
康
義
（
税
務
課
）

轡
記
　
　
滝
沢
　
ハ
マ
（
企
画
課
）

事
務
艇
　
樋
口
　
秀
一
（
新
採
用
）

同
　
　
　
広
田
美
津
枝
や
飼
｝
ル

主
亭
　
滞
沌
満
重
郎
“

同
　
滝
沢
正
巳

同
　
　
阿
部
安
栄

同
　
南
雲
孝
敏

（
行
政
課
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）



へ
爲

昭和40年4月15β　②東さカ、な第107号（羅叢錫窃

明
る
く
正
し
い
選
挙

　
　
　
　
　
話
し
あ
い
の
話
題

　
2
政
　
　
治

◎
私
達
は
政
治
の
世
界
に
住

　
ん
い
で
る

　
∬
政
治
の
貧
困
4
と
か
、
そ
れ
は

”
政
治
が
悪
い
か
ら
だ
”
と
か
い
う

言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
は
政
治
と
は
い
っ

た
い
な
ん
で
し
ょ
う
。
政
治
と
は
何

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
ろ

い
ろ
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
で
私
達
自
身
で
、
こ
の
問

題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
政
治
を
機
能
的
に
と
ら
え
れ
ぱ
、

個
人
や
集
団
の
利
害
を
調
節
し
、
社

会
的
な
均
衡
を
形
成
し
維
持
す
る
も

の
が
政
治
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
問
題

は
、
知
識
と
し
て
政
治
に
つ
い
て
知

る
こ
と
で
は
な
く
、
私
達
の
住
ん
で

い
る
社
会
が
、
ま
さ
に
政
治
の
世
界

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て

知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

◎
政
治
は
日
々
の
く
ら
し
を

　
左
右
す
る

　
現
代
ば
”
政
治
化
の
時
代
4
と
も

呼
ぱ
れ
ま
す
．
そ
れ
は
一
方
で
は
政

治
が
単
に
一
国
だ
け
の
も
の
で
は
な

く
、
国
内
政
治
と
い
え
ど
も
国
際
政

治
の
影
響
を
つ
よ
く
受
け
る
と
い
う

こ
と
で
す
し
、
他
方
で
は
、
政
治
が

私
達
の
個
人
生
活
の
す
み
す
み
ま
で

（2）

深
く
浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
前
者
の
例
と
し
て
は
、
貿
易
肩

出
化
の
世
界
的
風
潮
が
、
わ
が
国
を

開
放
経
済
に
ふ
み
き
ら
せ
た
と
い
う

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
．
後
者
の
例

と
し
て
は
、
政
府
の
所
得
倍
増
政

策
、
物
価
政
策
な
ど
が
、
日
女
の
家

計
を
左
右
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◎
政
治
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は

　
で
き
な
い

　
政
府
の
主
要
な
仕
事
が
国
内
治
安

の
維
持
と
対
外
防
衛
で
あ
っ
た
時
代

が
去
っ
て
、
産
業
、
教
育
、
衛
生
、

土
木
、
厚
生
等
、
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ

る
部
分
に
拡
張
さ
れ
た
今
日
の
社
会

に
住
ん
で
い
る
私
達
に
と
っ
て
は
、

政
治
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
も
、
政

治
の
ほ
う
で
、
い
や
お
う
な
し
に
私

達
を
つ
か
ん
で
放
さ
な
い
の
だ
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
（
に
政
治
の
及
ぽ
す
影
響

は
大
き
い
の
で
、
政
治
の
独
裁
を
許

さ
ぬ
よ
う
に
す
る
た
め
、
民
主
主
義

の
社
会
で
は
立
法
、
司
法
、
行
政
が

皿
相
互
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
な
制

　
　
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ロ

｝．
◎
政
治
に
目
を
向
け
よ
う

　
　
　
　
の
　
　
は
ヤ
　
　
　
　
で
あ

万
、
私
達
が
政
治
の
動
き
を
適
確
に

｝
と
ら
え
る
に
は
む
す
か
し
い
状
況
に

あ
る
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
し
ょ

う
。
し
か
し
私
達
の
生
活
は
政
治
と

密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
す

し
、
政
治
は
私
達
の
外
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
私
達
自
身
の
主
体
的
参
与

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
す
か

ら
、
私
達
主
権
者
は
、
ふ
だ
ん
か
ら

政
治
に
対
し
て
、
き
び
し
い
眼
を
向

け
る
姿
勢
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

　
　
3
地
方
自
治

、
◎
目
治
と
い
う
こ
と

　
私
達
の
住
ん
で
い
る
都
道
府
県
や

市
町
村
を
地
方
自
治
と
い
い
、
そ
の

区
域
の
行
政
を
処
理
し
て
い
く
た
め

に
一
定
の
自
治
権
を
も
っ
て
い
ま

す
．
私
達
が
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
地
方
自
治
体

は
、
中
央
政
府
の
た
め
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
地
方
住
民
の
た
め
に
存
在

す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
い

い
か
え
れ
ぱ
。
地
方
自
治
体
の
最
終

責
任
者
は
中
央
政
府
や
そ
の
他
の
誰

に
あ
る
の
で
も
な
く
、
住
民
自
体
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
達
が
都

道
府
県
の
知
事
や
、
市
町
村
艮
を
選

挙
し
、
ま
た
議
会
の
議
員
を
選
挙
す

る
の
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
方

自
治
体
の
政
治
、
行
政
を
自
分
達
の

手
で
行
な
う
た
め
な
の
で
す
。

◎
国
の
行
政
と
地
方
の
行
政

　
都
道
府
県
や
市
町
村
に
自
治
権
が

あ
る
と
い
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
決

し
て
国
に
対
す
る
絶
対
的
に
自
治
権

が
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ

～
　
池
代
初
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都

市
に
は
そ
う
い
う
意
味
で
の
絶
対
的

な
自
治
権
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
今
日
の
国
家
に
お
い
て
は
、

国
や
他
の
地
方
自
治
体
に
対
し
て
相

対
的
な
意
味
で
の
自
治
権
を
も
つ
も

の
で
す
。
地
方
自
治
体
が
国
の
政
策

に
全
く
反
対
し
た
行
政
を
行
な
っ
た

り
、
他
の
地
方
自
治
体
の
利
益
を
無

視
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
結
局
、
私

達
の
幸
福
に
な
ら
な
い
は
す
で
す
。

同
じ
よ
う
に
国
が
地
方
の
実
情
を
無

視
し
て
独
善
的
に
政
治
を
行
な
っ
て

も
う
ま
く
い
く
は
す
が
あ
り
ま
せ

ん
。

◎
私
達
の
く
ら
し
と
直
結
す

　
る
行
政

　
地
方
自
治
体
は
、
住
民
の
福
祉
を

増
進
さ
せ
る
た
め
に
存
在
す
る
も
の

す
。
教
育
、
土
木
、
産
業
、

も
の
ぱ
か
り
で
す
。

　
か
な
　
　
を
　
　
す
る
の
が

璽
治
体
の
瀧
事
な
の
で
す
．
そ
れ

§
■
『
』
■
9
き
輔
』
罵
藝
§
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蝿
』
弱
も
き

国保増税に

　　理解と協力を

国
保
は
い
ま
や

末
曽
有
の
財
政
的

危
機
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

困
っ
て
き
た
原

解
躯
翫
虹
騨
全

理
面
的
採
用

　
　
　
②
被
保
険
者
の
積

　
　
　
極
的
な
医
療
に
対

　
　
　
す
る
自
覚
と
活
用

に
と
も
な
う
、

受
診
率
の
伸
張

③
保
険
給
付
の
改
善

　
等
た
大
部
分
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
財
政
的
立
場
か
ら
見

る
と
文
字
通
り
危
機
で
あ
り
、
三
九

年
度
県
内
一
一
六
の
保
険
者
（
市
町

村
な
ど
）
の
収
麦
の
見
込
み
は
、
赤

字
決
算
の
も
の
七
一
保
険
者
で
六
二

％
強
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
額
は
、

二
億
七
千
五
百
万

告
さ
れ
て
い
ま
蚤
量
盈
歪

　
昭
和
四
十
年
度
は
被
f

場
を
考
え
な
が
ら
、

す
。と

を
詳
細
説
明
い
た
し
、

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が

は
、な

さ
れ
、
国
は
匠

で
す
。
ま
た
そ
れ
だ
け
に
私
達
は
、

自
分
の
住
む
市
酊
村
や
都
道
府
県
の

政
治
、
、
行
政
に
つ
い
て
、
ふ
だ
ん
か

ら
も
っ
と
関
心
を
も
ち
た
い
も
の
で

鞭
　
　
　
鯉

を
や
っ
て
い
く
の
で
は
不
十
分
な
場

政
は
私
達
の
日
常

す
。
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

合
が
生
じ
て
き
た
た
め
で
す
．
経
済

つ
い
て
い
る
の
で

て
、
首
長
や
議
員
を
選
ぶ
地
方
選
挙

活
動
の
基
礎
と
な
る
道
路
や
港
湾
な

－
、
産
業
、
社
会
福

閣
、
警
察
な
ど
、
み

）
に
直
結
し
て
い
る

の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。

◎
私
達
の
活
動
範
囲
は
広
が

ど
、
広
域
的
に
処
理
し
た
方
が
よ
い

も
の
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
の
福

y
。
こ
の
よ
う
に
身

っ
た

祉
を
ま
す
ま
す
増
進
し
て
ゆ
こ
う
と

慢
理
す
る
の
が
、
地

争
な
の
で
す
。
そ
れ

最
近
、
「
広
域
行
政
」
と
い
う
こ

と
ば
が
さ
か
ん
に
い
わ
れ
ま
す
が
、

し
て
い
る
の
で
す
。

　
　
（
公
明
選
挙
連
盟
資
料
よ
り
）

（
以
下
次
号
）

怜
で
民
主
的
に
処
理

こ
れ
は
、
私
達
の
活
動
節
囲
、
と
く

嫉
も
犯
、
多
い
か
ら
．
に
経
済
活
動
の
範
囲
が
一
市
町
村
、

　
　
　
』
亀
騒
動
罵
’
藍
－
錘
』
『
』
騨
“
“
’
ξ
』
璽
き
曼
辱
雪
慧
い
・
蝿
監
5
髄
睾

ー
o
　
　
　
阜
　
曽
謬
監

刀毒
募
繁
礎

負
担
し
残
り
の
七
五
％
は
税
で
賄
な

　
　
　
す
れ
ば
正
常
な
財
政
運
営
は

四
〇
円
．

△
均
等
割
　
一
人
に
つ
き
、
五
五
三

！
●
　
り
　
　
　
　
、

艮
は
被
f

り
、
こ
の
難
局
，

課
せ
ら
れ
た
最
も
大

O
と
い
わ
れ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
標
準
税
率
を
療

写
　
『
ぎ
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
規
定
し
て

「
　
」
●

い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

の
よ
う
に

円
。△

平
等
割
一
世
帯
に
っ
き
、

一
三
六
円
．
　
（
社
会
厚
生
課
）

解
、
β
　
、

一
、

な
財
政
事
情
か
ら
中

て
い
る
と
毛
i

り
『
ヅ
一
轟
　
脇
D
圏
－

は
、
昨
年
九
月
よ
り

て
困
難
な
乙
と
と
考
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
『

5
、
．
、
卜
…

ノ

保
運
営
協
議
会
の
慎

た
穿
き
、
財
政
再
建

止
む
な
し
と
の
結
論

る
村
議
会
に
こ
の
こ

い
た
し
、
一
世
帯
あ

の
増
税
の
議
決
を
得

り
ま
す
が
、
こ
の
額

か
ら
の
繰
入
れ
や
積
立
金
の
と
り
く

す
し
を
し
て
三
〇
、
九
一
％
と
い
う

半
分
に
も
満
た
な
い
税
に
止
め
た
わ

け
で
す
。
そ
れ
で
も
納
め
て
い
た
だ

く
み
な
さ
ん
と
し
て
は
大
変
な
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
内
容

に
っ
い
て
村
民
の
充
分
な
理
解
と
協

し
て
、
さ
き
ご
ろ
役
場
を
通
じ
村
社

会
福
祉
協
議
会
に
、
三
千
七
百
五
十

四
円
の
献
金
が
あ
り
ま
し
た
。

　
村
社
協
で
は
、
献
金
の
趣
旨
に
沿

っ
て
社
会
福
祉
事
業
に
浄
財
を
役
立

せ
た
い
と
感
謝
し
て
い
ま
す
．

よ
り
九
番
目
と
な
っ

来
国
保
財
政
は
医
療

保
険
税
と
国
庫
負
担

力
を
切
望
し
て
お
り
ま
す
．

　
な
お
、
昭
和
四
十
年
度
の
賦
課
割

合
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

∂
　
●
　
　
O

O　
　
　
㌧

O

番

0
　
　
　
σ

営
さ
れ
る
こ
と
に
な

険
税
は
目
的
税
と
み

△
所
得
割
　
一
万
円
に
つ
き
へ
二
五

二
円
．

◎
　
　
や

　
O

飴

丙
．
．
貿
の
二
五
％
を

△
資
産
割
税
額
千
円
に
つ
き
、
一
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就
任
の
御
挨
拶

　
　
　
　
　
　
田
沢
中
学
校
長

　
中
魚
十
日
町
の
内
、
中
里
村
に
在

勤
を
命
ぜ
ら
れ
、
田
沢
中
学
校
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
は
十
日

町
市
下
条
で
す
か
ら
、
遠
い
と
い
う

ほ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
供
の

頃
か
ら
川
治
以
南
を
す
べ
て
上
郷
と

総
称
し
て
き
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
や
は
り
遠
い
よ
う
な
気
も
い
た

し
ま
す
。

　
当
村
は
大
村
で
、
な
か
な
か
教
育

熱
心
の
と
こ
ろ
と
き
い
て
お
り
ま

　
　
　
　
　
・
。
髄
器
器
”
器
器
器
”
”
”
器
器
”
”
”
器
。
・

離任の辞前田沢中学校長石沢藤栄

私
は
こ
の
た

び
、
南
魚
沼
郡

山
ハ
日
町
立
五
＋

沢
中
学
校
長
を

命
ぜ
ら
れ
、
去

る
五
日
赴
任
い

た
し
ま
し
た
。

就
任
の
御
挨
拶

に
、
母
校
に
も

等
し
い
学
校
の

長
と
し
て
迎
え

ら
れ
た
光
栄
に

応
え
、
教
育
者

と
し
て
の
終
焉

の
地
と
定
め
、
精
魂
を
傾
け
て
そ
の

任
に
当
る
こ
と
を
お
約
束
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
事
志
と
異
な
り

御
高
配
を
賜
っ
た
村
民
各
位
の
御
期

待
に
添
え
得
な
い
身
の
不
徳
を
心
か

ら
お
詫
び
申
し
あ
げ
る
次
第
で
ご
ざ

藤
田
庚
一
一

す
。
着
任
し
て
新
装
な
っ
た
体
育
舘

に
入
っ
た
と
き
、
な
る
ほ
ど
な
あ
ー

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
思
い
き

っ
た
体
育
の
殿
堂
を
築
く
と
い
う
こ

と
は
、
そ
れ
な
り
の
大
き
な
夢
と
構

想
を
将
来
に
も
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と

だ
と
確
信
し
ま
す
。
中
学
校
教
育
に

期
待
さ
れ
る
校
区
の
皆
さ
ん
、
村
当

局
の
方
が
た
に
い
か
に
し
て
応
え
る

か
と
考
え
る
と
き
、
そ
の
責
任
の
重

大
さ
を
痛
切
に
感
じ
ま
す
。

｝い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
二
年
四
月
、
組
合
立
貝

野
小
学
校
長
と
し
て
赴
任
、
県
下
に

瞳
伝
さ
れ
た
学
校
問
題
の
最
中
に
屋

内
体
育
舘
が
落
成
し
、
所
懐
の
一
端

を
作
詞
、
落
成
を
讃
え
る
歌
と
し
て

そ
の
喜
び
を
唱
和
し
た
感
激
．
給
食

棟
の
竣
工
、
完
全
給
食
の
実
施
、
環
境

整
備
等
女
地
域
住
民
の
御
麦
援
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ

一
り
ま
す
・

　
不
肖
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
、
名

誉
あ
る
田
沢
中
学
校
長
を
命
ぜ
ら
れ

赴
任
当
初
か
ら
体
育
舘
建
設
の
大
事

業
に
遭
遇
、
敷
地
聞
題
の
解
決
、
資

金
調
達
の
行
脚
等
苦
難
の
道
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
懐
し
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。
高
橋
村
長
の
御
理
解
に

よ
っ
て
、
学
校
側
要
望
通
り
の
県
下

屈
指
の
大
体
育
舘
が
落
成
し
、
教
育

年
々
戸
数
の
減
る
農
村
、
高
校
志
嚢
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
つ
て
、

望
率
は
年
女
増
し
て
い
き
、
就
職
は
少
し
で
も
こ
の
命
題
に
回
答
し
て
い

ほ
と
ん
ど
村
外
で
あ
る
現
状
で
、
生
き
た
い
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

　
を
ど
の
よ
う
に
し
て
　
　
す
べ
き
　
　
ど
う
ぞ
ヤ
よ
ろ
し
く
　
　
ぎ
　
　

か
と
い
う
命
震
大
変
藷
濠
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
紙
上
を
か
り

あ
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
機
関
、
団
て
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

体
、
階
層
の
皆
さ
ん
か
ら
絶
大
な
御

　
若
人
に
希
望
あ
る
農
業
を

　
　
　
青
年
農
彙
学
校
を
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
南
地
区
普
及
所
で

　
こ
、
数
年
の
間
に
村
の
青
少
年
も
ぼ
つ
く
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

　
、
と
く
に
農
業
青
少
年
が
少
な
く
が
、
農
業
後
継
者
の
確
保
は
、
い
ま

がな
っ
て
“
あ
と
つ
ぎ
”
の
な
い
農
家

効
果
を
高
め
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
欣
快
に
堪
え
ま
せ
ん
。
反
面

技
術
家
庭
科
の
教
室
と
施
設
の
不
足

不
備
、
さ
ら
に
普
通
教
室
も
不
足
し

て
圧
縮
学
級
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
三

ヵ
年
は
、
針
の
山
に
座
す
苦
し
み
で

あ
り
、
身
の
不
徳
を
か
こ
つ
だ
け
で

は
す
ま
さ
れ
な
い
問
題
で
あ
っ
て
、

去
る
に
あ
た
り
い
ち
ば
ん
漸
慌
に
堪

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
教
育
は
百
年
の
大
計
と
申
し
ま
す

が
、
村
教
育
の
方
針
、
長
期
計
画
等

明
示
し
て
、
村
民
熟
知
し
一
丸
と
な

り
、
計
画
的
に
そ
の
達
成
に
適
進
す

る
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ぱ
、
画
餅
の
誘

は
ま
ぬ
か
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
．
な
に
と
ぞ
、
期
待
さ
れ
る
人
間

像
同
様
に
、
期
待
さ
れ
る
中
里
村
教

育
像
の
確
立
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん

任
地
南
魚
五
十
沢
も
問
題
が
山
積
し

”
器
o
・
㈹
”
”
”
噂
”
㈹
”
”
”
”
餌
”
”
器
”
”
o
●
”
”
”
肥
”
”
師
胴
”
隅
胆
”
騙

い
ま
す
．
こ
の
問
題
の
解
決
に
つ
い

て
は
各
方
面
で
さ
か
ん
に
論
議
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
国
や
県
と
し
て
も
そ

の
対
策
を
重
視
し
、
農
業
後
継
者
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
村
で
も

在
村
す
る
農
業
青
少
年
の
育
成
に
つ

い
て
役
場
、
農
協
、
普
及
所
、
学
校

公
民
舘
な
ど
関
係
機
関
の
間
で
、
具

体
策
が
協
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て

津
南
地
区
農
業
改
良
普
及
所
が
主
体

と
な
り
、
津
南
地
区
青
年
農
業
学
校

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

や
全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

老
骨
に
鞭
し
て
活
動
せ
ね
ぱ
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
学
校
は
一

応
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
伴
な
う
内
容
の
充
実
こ
そ
与
え
ら

れ
た
使
命
と
存
じ
ま
す
。
山
紫
水
明

と
共
に
、
人
情
濃
ま
や
か
な
風
土
で

あ
り
ま
す
。
が
っ
ち
り
脚
を
か
ま
え

て
雄
大
な
教
育
に
精
進
い
た
し
ま

す
。

　
御
高
配
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
無

為
徒
食
の
ま
ま
離
任
い
た
し
ま
し
た

が
、
故
郷
で
も
あ
り
ま
す
の
で
一
度

は
復
帰
し
て
御
恩
の
万
分
の
一
で
も

お
返
し
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
末
尾

な
が
ら
、
村
民
各
位
の
御
健
康
を
ね
・

が
う
と
と
も
に
ヤ
　
　
　
の
　
　
　

響
念
し
て
離
任
の
挨
望
い
た
し

一
ま
す
．

一

　
こ
れ
は
、
県
と
市
町
村
が
一
体
と

な
っ
て
行
な
う
農
業
教
育
事
業
で
、

県
が
実
施
と
し
て
い
る
”
ラ
ジ
オ
農

業
学
校
6
を
利
用
し
、
月
一
～
二
回

の
現
地
集
合
研
修
会
を
開
き
、
青
少

年
の
社
会
的
教
養
、
農
業
や
生
活
の

基
礎
知
識
、
実
際
に
役
立
つ
技
術
や

経
営
の
方
法
を
身
に
つ
け
て
も
ら
拘

う
と
い
う
も
の
で
、
従
来
の
ラ
ジ
オ

農
業
学
校
を
よ
り
充
実
し
、
楽
し
い

学
習
の
場
と
し
て
い
き
た
い
と
普
及

所
で
は
言
っ
て
い
ま
す
。

　
受
講
者
は
、
津
南
中
里
村
地
区
の

農
業
青
少
年
で
あ
れ
ぱ
だ
れ
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
第
一
回
目
の
集
合
研

修
会
は
、
開
講
式
を
か
ね
て
四
月
二

＋
日
午
前
＋
時
よ
り
津
南
町
中
央
集

会
所
で
開
か
れ
ま
す
が
飾
中
里
村
か

ら
も
お
＼
ぜ
い
参
加
し
て
下
さ
い
。

と
く
に
農
家
経
営
主
の
方
汝
か
ら
も

受
講
を
奨
励
し
て
い
た
雄
き
た
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
写
真
は
今
春
中
卒
者
と
希
望
を
話

し
あ
う
普
及
所
の
人
た
ち
】

友
達
と
楽
し
く
学
ぶ

青
年
学
級
生
募
集
中

　
公
民
舘
で
は
、
働
い
て
い
る
若
い

人
た
ち
の
な
か
ま
づ
く
り
と
、
楽
し

い
学
習
の
場
と
し
て
青
年
学
級
を
開

き
ま
す
。
次
の
よ
う
な
計
画
を
た
て

て
い
ま
す
の
で
、
友
だ
ち
を
さ
そ
い

あ
っ
て
仲
間
入
り
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

1
開
設
期
間
四
月
～
四
一
年
三
月

2
開
設
粉
所
　
中
里
村
公
民
舘

3
学
習
内
容
　
一
般
教
養
、
農
業
研

　
究
（
青
年
農
業
学
校
と
一
体
）
、

　
料
理
生
花
、
歌
唱
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

　
ョ
ン
。
各
女
コ
ー
ス
学
習
と
す

　
る
。

4
学
習
の
日
　
△
一
般
教
養
コ
ー
ス

　
は
毎
週
金
曜
日
午
後
七
時
≧
九
時

　
ま
で
二
時
間
．
△
農
業
、
料
理
生

　
花
、
歌
唱
コ
ー
ス
は
末
定
．

5
受
講
料
、
無
料
、
た
マ
し
テ
キ
ス

　
ト
代
や
実
習
費
は
負
担
し
て
も
ら

い
ま
す
．

　
な
お
、
一
般
教
養
コ
ー
ス
は
四
月

十
六
日
か
ら
開
講
し
ま
す
が
、
各
コ

ー
ス
と
も
学
級
生
を
募
集
中
で
す
の

で
、
入
級
希
望
者
は
住
所
氏
名
年
令

希
望
コ
ー
ス
を
、
中
里
村
公
民
舘
に

ご
連
絡
下
さ
い
。
手
紙
、
電
話
、
来

舘
い
す
れ
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

住
み
よ
い
郷
土
建
設

　
　
4
月
2
4
日
郡
総
会
闘
く

　
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
中
魚
沼

支
部
の
総
会
が
、
次
の
よ
う
な
次
第

に
よ
っ
て
中
里
村
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．

　
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
に

は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
衛
生
道

徳
を
身
に
つ
廿
て
、
自
分
の
周
囲
を

”
清
潔
に
し
よ
う
紹
と
す
る
気
待
ち

が
大
切
て
す
。
日
頃
の
実
践
活
動
を

話
し
あ
っ
た
り
、
環
境
衛
生
の
知
撒
、

を
深
め
、
そ
の
方
法
技
術
を
研
修
す

る
会
で
、
中
魚
沼
各
地
域
か
ら
集
ま

り
ま
す
。
中
里
か
ら
も
村
民
各
位
多

数
参
加
し
て
、
環
境
衛
生
に
役
立
た

せ
て
下
さ
い
。

▽
日
程

内場日
容斯時

四
月
二
＋
四
日
午
前
十
時
≧

中
里
村
児
童
舘

優
良
地
区
蓑
彰
、
体
験
発
表

特
別
講
演
　
清
水
享
策
講
師


